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H24.6.21

（単位：千円）

（財政収支の状況） 22年度 23年度

歳入 A 48,623,148 38,887,129

歳出 B 49,235,917 39,293,543

差引 Ｃ＝Ａ‐Ｂ △ 612,769 △ 406,414

繰越財源 Ｄ 13,492 1,228

実質収支 Ｅ＝Ｃ-Ｄ △ 626,261 △ 407,642 △870百万円

単年度収支 Ｆ △ 642,021 218,619

積立金 Ｇ 757,374 301,042

繰上償還金 Ｈ 2,063,471 0

積立金取崩し額 Ｉ 0 749,344

実質単年度収支 Ｊ＝Ｆ+Ｇ+Ｈ-Ｉ 2,178,824 △ 229,683

※借換分として22年度は44億7,810万円、23年度は120億9,800万円を歳入歳出から除いている

（基金の状況） 22年度末現在高 積立 取崩 23年度末現在高

A B C D＝A+B-C

財政調整基金 771,289 301,042 749,344 322,987

減債基金 501 0 0 501

公共施設整備基金 448,415 660,888 4,320 1,104,983

その他特目基金 1,843,817 6,047 41,150 1,808,714

合　　　計 3,064,022 967,977 794,814 3,237,185

うち借入 (200,000) （100,000) （0) (100,000)

借入除き 3,137,185 3,155百万円

(地方債残高の状況）

22年度末現在高 発行額 償還元金 23年度末現在高

A B C D＝A+B-C D-A

普通会計残高 82,692,969 4,247,100 4,931,862 82,008,207 △ 684,762

 (うち臨時財政対策債） 9,921,464 1,477,300 413,778 10,984,986 1,063,522

臨財債除き地方債残高 72,771,505 2,769,800 4,518,084 71,023,221 △ 1,748,284

※借換分として120億9,800万円を発行額、償還元金から除いている

【参　考】

98,485百万円 98,781百万円
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実施プラン
実質収支

健全化法における地方債残高
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平成23年度普通会計決算（速報値）

実施プラン
基金残高



○平成23年度各会計の決算（速報値）

H24.6.21

連結実質赤字比率の見込み

（単位：千円） 《参考》

平成22年度 決算

歳入・流動資産 歳出・流動負債 差し引き 資金剰余・不足 資金剰余・不足

82,008,207
病院分含む

98,485,017

水道事業会計 1,945,700 276,116 1,669,584 1,669,584 1,494,763 7,719,369

下水道事業特別会計 5,198,600 7,977,497 △ 2,778,897 0 0 32,584,676

国民健康保険事業特別会計 11,713,208 10,968,709 744,499 744,499 485,441 0

介護保険事業特別会計 6,626,902 6,608,297 18,605 18,605 18,217 32,389

後期高齢者医療事業特別会計 866,420 859,758 6,662 6,662 7,212 0

合　計 65,237,959 65,983,920 ① 2,031,708 1,379,372 138,821,451

標準財政規模 21,547,089 21,423,724

連結実質赤字比率 － －

早期健全化基準 17.35% 17.36%

再生基準 30.00% 35.00%

（参考） 23年度見込 22年度決算 健全化基準 再生基準

実質赤字比率 1.89% 2.92% 12.36% 20.00%

実質公債費比率 21%前後 21.00% 25.00% 35.00%

将来負担比率 370％前後 383.00% 350.00% －

平成23年度末

地方債残高

△ 626,261

平成23年度　決算見込

普通会計 38,887,129 39,293,543 △ 406,414 △ 407,642


